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本日の内容

• 研究課題とその背景

• アリゾナ州立図書館・文書館・公的記録局
（ASLAPR）という組織

• 電子的な政府情報をめぐる取り組み

• ASLAPRが直面する課題

• 考察
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研究課題とその背景
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発表者の研究

• 「政府情報の管理・アクセスをめぐる法制度やそ
こでの図書館・文書館等の役割」に関する研究
を継続

– 最近の発表

• 「米国連邦政府における電子的政府情報の管理・保存・
公開をめぐる現状と課題：制度・政策的側面を中心に」日
本アーカイブズ学会2010年度大会自由論題研究発表、
2010年4月25日. http://hdl.handle.net/2433/109771

• 「設立75周年の米国国立公文書館（NARA）：その展示と
最近の活動をめぐって」記録管理学会第129回例会発表、
2009年12月17日. http://hdl.handle.net/2433/89508

– 『レコード・マネジメント』no. 58（2010）の拙稿も参照
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なぜアリゾナか？
• 「アリゾナ州立図書館・文書館・公的記録局」の存在
（Arizona State Library, Archives and Public Records: 
ASLAPR)
– http://www.lib.az.us/

• ASRAPRにおける、電子的政府情報の管理・保存をめ
ぐる取り組み
– 特に、分散的保存システムの「PeDALS」

• ASLAPRのRichard Pearce‐Moses副局長が2007年5月
の「日米アーカイブセミナー」に参加、発表
– 小川・小出編『アーカイブへのアクセス』（2008）に収録

– セミナー発表原文：
http://www.archivists.org/publications/proceedings/accesst
oarchives/index.asp
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Richard Pierce‐Moses氏

• ASLAPR技術・情報資源担当副局長

• アメリカ・アーキビスト協会（SAA）元会長（2005
－2006）

• アーカイブズ用語集（後述）の編集責任者
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調査の手法

• 2010年3月25日
（木）‐26（金）に発
表者がASLAPRを訪

問し、関係者より聞
き取り調査

• ASLAPRウェブサイ

トの内容や、関連
論文等も確認

ASLAPR旧サイト

新サイト（今春より）
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アリゾナ州立図書館・文書館・公
的記録局（ASLAPR）という組織
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位置と施設・組織
• フェニックス（アリゾナ州都）中心部の州政府庁舎エリ
アに複数の施設をもつ（点字・音声図書館は別エリア
に）

• 施設・組織
– 州政府の本庁舎内に併設

• 局長室
• 法律・研究図書館
• 州都博物館（旧・州議会議事堂）

– カーネギー・センター（旧・図書館本館）
• 集会室
• 州内図書館振興室

– 文書館棟
• 歴史・文書館部門

– レコードセンター
• 記録管理部門

– 点字・音声図書館
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アリゾナ州政府本庁舎（手前が州都博物館） ASLAPR局長室入口

文書館棟（2008年竣工） レコードセンター
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組織の経緯
• 1864 アリゾナ準州立図書館（Territorial 
Library）設立
– 1912 アリゾナ準州が州に昇格

• 1915 アリゾナ州立図書館

• 1937 アリゾナ州立図書館・文書館
– 1970年代初頭 アリゾナ州行政庁により記録管理
のニーズに関する調査実施

• 1976 現在のASLAPRとなる

参考：http://www.lib.az.us/lsta/prev5intro.cfm
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ASLAPRにおける
L・A・PRの領域間での連携
（3者あるいは2者間で）

• 州の刊行物・記録の把握・管理・保存

• 家系学（genealogy）資料の管理（分担）

• 「リテンション・スケジュール」の策定と運用

• 保存の設備・業務の共有

• 展示活動

など…
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電子的な政府情報をめぐる
取り組み
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各種プロジェクト
• 用語集（Glossary）

– のちにSAAの用語集（2005）に結実

http://www.archivists.org/glossary/

• Web Archives Workbench
– OCLCと共同でのシステム開発→失敗

• Arizona Memory Project
– http://azmemory.lib.az.us/index.php

• 政府のウェブ情報保存に関する「アリゾナモ
デル」

• PeDALS
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「アリゾナモデル」

• 州政府のウェブコンテンツの保存に、アーカイ
ブズ的（キュレーション的）手法を導入

「目録作成者（カタロガー）からキュレーターへ」

– 図書館的手法：1点1点のコンテンツに、主題ごと

に目録をつける

– アーカイブズ的（キュレーション的）手法：「出所
（provenance）」＝政府機関の階層的構造に基づ

き、コンテンツを整理する
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Archive‐It
• Internet Archive（NPO）の技術を用いたウェブコ
ンテンツのアーカイビングのしくみ

• 「アリゾナモデル」を現実に適用する上で採用
される
– アリゾナ以外の州政府等も活用するが、アリゾナ州
が最も「大口」のユーザー

• http://www.archive‐
it.org/public/partner.html?id=152

• カレントアウェアネス・ポータル（国立国会図書
館）での紹介
– http://current.ndl.go.jp/node/6565
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Archive‐IT：ASLAPR管轄分のトップページ
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Archive‐IT：アーカイブされたサイト一覧の例
(Arizona Educational Employment Board)
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Arizona Memory Project

• ウェブコンテ
ンツの検索・
表示（展覧）
に特化

http://azmemor
y.lib.az.us/
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PeDALS
（Persistent Digital Archives and 

Library System）



21

PeDALSの概要と特色
• 電子的記録の分散的保存システムとして開発
中
– ASLAPR（Pearce‐Moses氏）が中心となり、7州の機関が
参加

– 米国議会図書館（LC）、米国博物館・図書館サービス
機構（IMLS）が助成

• LOCKSS（Lots of Copies Keep Stuff Safe）の応用
– もとは電子ジャーナルの保存のためのしくみ

– 「オープンソフトウェア」としてスタンフォード大が開発

• 分散的保存＋記録の真正性保障
– 「唯一無二の記録」ではなく「多くのコピー」の管理

– 記録の改ざんについては「ハッシュ値」をもとにチェック
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活用されるソフトウェア等
• BagIT（米国議会図書館）

– 大容量のデジタルコンテンツ転送を簡便化するフォーマット

– 「ハッシュ値」もこれを用いて付与される

– http://www.digitalpreservation.gov/news/2008/20080602new
s_article_bagit.html

– http://www.digitalpreservation.gov/videos/bagit0609.html

– http://current.ndl.go.jp/node/8030

• Metadata Extraction Tool（ニュージーランド国立図書館）

– 各種フォーマットのデジタルコンテンツから、メタデータをXML
形式で抽出

– http://meta‐extractor.sourceforge.net/

– http://current.ndl.go.jp/node/6173
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PeDALSの概要と特色（続き）

• オープンソフトウェアの活用による、安価なシステム
構築

• 記録よりも「業務過程」に目を向ける

• 現時点では記録保存を主目的として開発中：ウェブ
サイトへの対応はこれから

• ISO15489には未対応 ベースはダブリンコア
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PeDALSについてより詳しくは…

• http://www.pedalspreservation.org/Default.aspx
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ASLAPRが直面する課題
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電子的情報への対処

• 「パワーポイントファイルは出版物か記録か」

• マイグレーションに際しどの要素を残すか、
の判断
– 例：データベース、GIS

– メーカー独自の（proprietary）フォーマットは公開・

再利用に不向き、という側面も

• 個人情報の取り扱い等に関するルールまた
はガイドラインづくり：Web2.0のもとで
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その他

• 記録管理、文書館への記録移管に関するコ
ンプライアンス保障
– ASLAPRには記録管理監査等、大きな権限はない

• 人員の絶対的不足

– 州の財政難のもとでの人員削減も

28

考察



29

州レベルでの独自の、一様ではないL‐A‐
RM活動

• A‐RMの連携があるのは36州（Gracy & 
Knowles, 2010）

• 電子情報の保存・管理に関する手法もさまざ
ま（Lin & Eschenfelder, 2008）

• 州レベルでは、政府や議員の理解・支援がな
ければ文書館・記録管理活動は進まない
（Gracy & Knowles, 2010）
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電子的な政府情報の管理・保存・アク
セスをめぐる制度・政策的課題

（古賀, 2010（日本アーカイブズ学会）より）

• 「電子情報の保存・管理体制をめぐる組織的
ネットワークとガバナンスの構築」

– 政府機関どうしでの関係

– 政府と、政府の外部との関係

– 各機関における業務分担や責任範囲の設定

• アリゾナはASLAPRを軸に、うまくいっている？
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北米ないしアリゾナ州における「記録文化」とい
う側面では

• 「州立文書館」の性格

– かつては歴史学・歴史協会との結びつきが強かった

– 州政府の記録管理との結びつきが意識されるのは、
1929年のMargaret Cross Norton（イリノイ州立文書

館）の提言から

– 参照：Gracy & Knowles (2010)

• IT領域を受け入れられる、図書館・文書館領域

の強み

• Ｌ+A+RM(+M)の連携

– 軸となるのは家系学・地域情報か、政府情報か…
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